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１． はじめに

　神奈川県中南部に位置する大磯丘陵は，西縁を国府

津－松田断層、北縁を渋沢断層、東縁を南北に走る公

所断層（貝塚ほか、1976）等、南縁を東北東方向に走

る断層群（春川ほか、1977；菊池・関東第四紀研究会、

1979、など）に囲まれた地塊である（関東第四紀研究会、

1987）。大磯丘陵の地質は、中新統より新しい地層から

構成され、中新統は主として中部中新統の高麗山層群と、

上部中新統の三浦層群相当層からなる。

　大磯丘陵南部の吾妻山と中央部の鷹取山には、三浦層

群相当層である谷戸層と鷹取山層が分布しており、これ

まで多くの研究者によって様々な研究が成されてきた。

石黒（1974）は、大塚（1929）以降、鷹取山層とされて

きた地層について、谷戸層と鷹取山礫岩層とに分類した。

谷戸層は吾妻山と鷹取山に分布するとし、鷹取山東部か

ら産出した貝化石をもとに谷戸層の帰属を下部～中部中

新統高麗山層群とした。矢野（1986）は、鷹取山東側の

沢の凝灰質泥岩から Okada and Bukry (1980) の CN9 帯に

対比される石灰質ナンノ化石の産出を報告しており、谷

戸層の帰属を三浦層群としている。Ito（1986）は、谷

戸層は吾妻山に分布する地層だけとし、鷹取山に分布す

るものは大磯丘陵西部の剣沢に分布する三浦層群剣沢層

に対比している。一方、関東第四紀研究会（1987）は、

吾妻山および鷹取山の両者ともに三浦層群谷戸層として

いる。蟹江ほか（1999、図 1）はこれらの研究成果をま

とめた上で、谷戸層を Okada and Bukry (1980) の CN9 帯

に、鷹取山層（礫岩層）を同じく CN10 帯に対比した。

このように、谷戸層ひとつ挙げてみても大磯丘陵の中新

統について研究者間で統一した見解を見ていない。

　2007 年 9 月の台風 9 号上陸により、二宮町の梅沢海

岸においていくつかの小露頭が出現した（図 2、写真 1）。

関東第四紀研究会（1987）の地質図によると、同海岸に

谷戸層が分布することとなっており、今回露出した地層

は谷戸層に対比される可能性がある。本稿では露頭の記

載および浮遊性有孔虫の検出を試みた結果について報告

する。

２． 地質

　谷戸層とみられる露頭は、押切川河口から二宮漁港に

かけて散点的に露出し、特に押切川河口から東北東方向

に約 100m の範囲に集中していたため、この範囲内にお

いてルートマップを作成した（図 3）。露出した地層の

岩相は、主に硬質黒色泥岩、凝灰質砂岩、礫岩からな

る。硬質黒色泥岩は層理が発達し、ところにより凝灰質

シルト岩を狭在する（写真 2）。凝灰質砂岩は弱く成層し、

アルコース質である（写真 3、上位）。礫岩は、主とし

て細礫～中礫サイズの亜角～亜円礫からなり、礫支持

図 1　大磯丘陵の地質図 （蟹江ほか、 1999 に加筆）。



で、礫種は主として緑色凝灰岩、黒色泥岩、火山岩など

からなる（写真 4）。一部の礫岩中には、造礁性サンゴ

化石，石灰藻球化石，二枚貝化石なども含まれる（写真

5）。これらの化石は礫として含まれるが、表面は円磨さ

れておらず、現地性に近いものと考えられる。

　層理の発達した硬質黒色泥岩が露出する 2 地点に

おいて地層の走向傾斜を測定したところ、それぞれ

N20°E70°SE、 N20°W 71°NE であった（図 2）。露出が断

片的であり、また、小断層が多数発達することから断言

は出来ないものの、概して南北走向、東傾斜の地質構造

を呈する。先行研究（関東第四紀研究会（1987）等）に

よると、吾妻山の谷戸層は、東西走向、北傾斜とされて

おり、吾妻山と本地点との間に何かしらの構造的な境界

が存在する可能性が高い。

３． 微化石

３．１． 試料および処理

　 微 化 石 の 検 出 に 用 い た 試 料 は、6 地 点（ 図 2 の

07110701 ～ 07110706）に露出する硬質黒色泥岩の出来

るだけ新鮮な部分を選んで採取した。各試料は乾燥重

量 80g を量り取り，高柳・編（1978）に基づいて硫酸ナ

トリウム法，ナフサ法およびボロン法 (Hanken, 1979) の

繰り返しにより構成粒子まで分解した．処理後の残渣は

115 メッシュ（開口 125μm）のステンレスメッシュでふ

るい，メッシュ上の粒子から微化石個体の抽出を行った．

３．２． 分析結果および微化石年代

　検鏡の結果，3 試料から海生生物の化石が検出された．

試料 07110701 からは石灰質底生有孔虫が 2 個体検出さ

れたほか，黄鉄鉱に置換された大型珪藻および膠着質底

生有孔虫，海綿骨針が認められた．試料 07110702 から

は海綿骨針のみが検出された．試料 07110704 からは保

存不良の浮遊性有孔虫および底生有孔虫が認められた．

試料 07110704 から認められた有孔虫は以下の通りであ

る．

図 2　調査位置図。写真 1　梅沢海岸に出現した露頭。

図 3　梅沢海岸のルートマップ。

範囲は図 2 に示す。



Globigerinita glutinata  (Egger)　　　　　　     　　　 10

Globigerinella obesa  (Bolli) 　　　　　　              　    2

Globigerinoides ruber  (d’Orbigny)  　　　　1

Globigerinoides sacculifer  (Brady)  　　　　1

Globorotalia conoidea  Walters  　　　　2

Globoturborotalita nepenthes  (Todd) 　　　              　2

Globoturborotalita obliquus  (Bolli)  　　　　1

Neogloboquadrina pachyderma  (Ehrenberg) sinistral　        　2

Sphaeroidinellopsis subdehiscens  (Blow) 　　　　2

浮遊性有孔虫同定不能個体  　　　　2

浮遊性有孔虫合計   　 　　 25

底生有孔虫合計    　　　142

　有孔虫殻には表面構造の溶解や破損が普遍的に認め

られた．産出した浮遊性有孔虫のうち，N. pachyderma

は Blow (1969) の N.16 帯 か ら 出 現 す る と さ れ て い る

(Berggren et al., 1995a)．また，G. nepenthes の終産出年代

は 4.2Ma である (Berggren et al., 1995b)．以上により，試

料 07110704 は後期中新世～前期鮮新世に相当するもの

と考えられる．この結果は、石灰質ナンノ化石により谷

戸層を CN9 帯とした矢野（1986）、蟹江ほか（1999）の

見解と矛盾しない（図 4）．岩相上の類似や分布も考慮

し，本研究ではこの露頭が谷戸層に相当するものと判断

した。

３．３． 堆積環境

　得られた浮遊性有孔虫群集は，N.pachyderma 以外の

全てが亜熱帯～暖温帯の種により構成される．したがっ

て暖流の影響が強く示唆されるが，個体数が少ないため

に詳細な議論は困難である．先述のように，本研究によ

り検討された露頭では礫岩中から造礁性サンゴ等の化石

が産出しており，泥岩中から得られた暖流要素を含む浮

遊性有孔虫群集との関連が示唆される．

４． まとめ

　梅沢海岸に露出した所属不詳の硬質黒色泥岩 1 試料よ

写真 2　層理の発達した硬質黒色泥岩。 写真 3　硬質黒色泥岩とその上位の凝灰質砂岩。 下位の

硬質黒色泥岩より試料 07110704 を採取。

写真 4　谷戸層の礫岩。 二枚貝の化石片を含む。 写真 5　造礁サンゴ化石、 石灰藻球化石を含む礫岩。



り浮遊性有孔虫化石が産出し、その年代は後期中新世～

前期鮮新世に相当すると考えられる。この結果は、石灰

質ナンノ化石により谷戸層を Okada and Bukry (1980) の

CN9 帯とした先行研究（矢野、1986；蟹江ほか、1999）

と矛盾しない（図 4）。岩相上の類似や分布も考慮し，

この所属不詳層を谷戸層に対比した．

　また、浮遊性有孔虫群集から暖流の影響が強く示唆さ

れることも、礫岩中に造礁性サンゴ化石が認められるこ

とと矛盾しない。

　本研究を進めるに際して、神奈川県立生命の星・地球

博物館のボランティアの方々には現地調査においてお世

話になった。神奈川県立生命の星・地球博物館の平田大

二学芸部長には、多くの有益なコメントを頂き原稿が改

善された。記して御礼申し上げる。
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図 4　 化 石 帯 対 比 図 （Okada and 

Bukry,1980; Berggren et al., 1995）。

網掛は石灰質ナンノ化石によりCN9

帯とした先行研究 （矢野、 1986 ；

蟹江ほか、 1999） と、 今回浮遊性

有孔虫化石により得られた年代の

範囲を示す。


